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ベルギー雑記　最終回　～ 春 ～ 

　I would like to return to a topic I wrote 
about a year and a half-ago: dealing with 
different wedding traditions. Last October, I 
got engaged to my girlfriend, a Toyohashi 
native, and our wedding date is March 19, a 
week from the time of writing. Since this time 
the wedding is my own, the intercultural 
stresses are even more vexing.
　Early on my wife and I decided to have our 
wedding in Hawaii, mostly for practical 
reasons. Hawaii is about halfway between 
Japan and where my family lives in the United 
States, and having the wedding in Hawaii 
reduces the cost of the wedding by lowering 
the guest count. But even more important is 
that having the wedding in Hawaii freed us 
from having to obey all the traditions of either 
side’s culture, making our wedding one that 
has been arranged according to discussion and 
mutual agreement.
　One of the first points that needed to be 
settled was what kind of service to have. I am 
an atheist, my fiancée and her family are 
Buddhist, and my family is Catholic. 
Thankfully, this was settled quickly without 
argument by going with the venue that best fit 
our number of guests and our budget, a small 
non-denominational church. The next point to 
deal with was perhaps even more perilous: 
money. In the US, traditionally it is the bride’s 
family that pays for the wedding, but in 
modern days the cost of the wedding is usually 
borne by the married couple. When I was told 
that the groom usually pays for the wedding in 
Japan, I knew we would have to work out 
something in between. Later, when the subject 
of rings came up, I imagined something like 
my parents’ modest gold rings, and I became 
worried when my fiancée indicated she wanted 
a diamond ring and I was told that the groom 
usually pays for rings in Japan. I was relieved 
when my fiancée agreed to the American 
practice of buying the rings for each other.
　Thankfully, these and other issues have been 
mostly worked out. Intercultural confusion is 
sure to come up again as our marriage 
continues, and I hope that we can continue to 
overcome it with discussion and faith in each 
other.
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一昨年まで協会でボランティアをされていた松山さん

は、現在ベルギー（メヘレン市）に在住しています。シ

リーズで現地での生活を紹介していただきます。 

　とうとう世界新記録樹立。ベルギーの無政府状態最

長記録。さぞかし国は大混乱、と思いきや、意外と安定し

ている。いったい何故？ 

　ベルギーは言わずと知れた多言語国家（私は６年前ま

で知らなかったが）。オランダ語、フランス語、ドイツ語圏で

それぞれ政府と議会がある。加えて、北のフランダース地

方、南のワロン地方、中央のブルッセルにもそれぞれ政府

と議会がある。今ないのはこれらを統合する連合政府な

のだが、それぞれが機能しているので国家自体にあまり

問題がないのである。それでもやはり言葉やメンタリティ

ーの違いはこの国を複雑化しているに違いない。 

【インテグレーションコース】 

　今回話したいのは政治のことじゃない。こんな不思議

でおかしな国だけど、私がここに来て感心したことの一つ。

我々外国人（移民）に対する徹底的なサービス（あえて

こう言わせてもらおう）だ。もっともこれは、私の住むオラン

ダ語圏に限った話だが。 

　住民登録された外国人は、早く新しい環境になれるよ

う約１か月間のインテグレーションコース（適応講習）が義

務付けられている。そこで社会保障のシステムや税金の

こと、バスの乗り方に至るまで生活全般にわたって勉強

するのだ。講習は英語、スペイン語、アラブ語など、数か

国語で行われるので自分でチョイスできるが、残念ながら

日本語はない。職安への求職登録もできて、講習終了後、

職業訓練校へ通うことになれば、その間の交通費や、も

し子供がいればその保育代まで政府がカバーする。 

【ベルギーでの外国語のお勉強】 

　次にすごいのは、適応講習の一環としてオランダ語の

授業がタダで受けられること。しかもほとんど毎日びっしり。

１段階から６段階ま

であってスムーズ

にいっても１年はか

かる。もちろん何年

かかってもいい。途

中で仕事が見つ

かれば夜のコース

もある。 

　ベルギーのすご

いところは外国人

に対してだけではない。自国民に対するサービスも日本

の常識を超えている。たとえば語学講座。公的な学校か

らプライベートなものまで種類はいろいろあるものの、平均

でいうとその

年 間 の 授 業

料は日本の駅

前 留 学 の 月

謝より安い。し

かももし雇用

被保険者なら

半額を国が負

担してくれる。

ベルギーの教育システムはほとんどが税金でまかなわれ

ているのだ。道理で給料の半分が税金で持ってかれる

わけだ。ま、税金の使い道は教育だけじゃないだろうけど。 

 

　ベルギーに住み着いて１年半。はじめのころの感動や

驚きは薄れつつあるけれど、これも考えてみればうまくこ

の国に適応したということなのだろう。ベルギー政府も我々

外国人（移民）を見習って、早くインテグレートしていただ

きたいものだ。世界記録を更新している場合ではないぞよ。 

インテグレーションコースのクラスメートとテクノポリス 
（科学館）へ　（松山さん、最前列中央） 

オランダ語クラス。色々な国から来て 
います（松山さん、後列左端） 

日本語クラスの学生たちと 

　約1年半前にインドの友達の結婚式について書き、
またそのテーマに戻るとは思いませんでしたが、個人
的な出来事で今回そのテーマで書くことにしました。
昨年の10月に、生まれも育ちも豊橋の女性と婚約しまし
た。結婚式はこの本文を書いている１週間後の3月19
日に予定しています。今回は自分の結婚式であるから
こそ、異文化間の問題がさらに難しい悩みになりました。 
　早い段階から、主に実用的な理由からハワイで結
婚式をすることに決めました。ハワイは、彼女の家族が
住んでいる日本と、私の家族が住んでいるアメリカ東
部からほぼ同じくらいの距離ですし、ハワイという遠方
での挙式は、招待するゲストの人数が少なくなるので
費用も抑えられます。しかし何よりも、ハワイで結婚式を
することで、アメリカと日本のどちらかの結婚行事の伝
統も厳守しなくてもよくなり、助かりました。そのため、私
たちの結婚式は協議と合意によって計画されたものに
なりました。 
　まず、どういう挙式にするのか決めなければいけま
せんでした。私は特に信仰がなく、彼女とその家族は
仏教、私の家族はカトリック教で決めにくそうでしたが、
人数と予算にぴったりの小さな無宗派の教会に問題
なく早く決まりました。その次にもっと厄介な問題―お
金―を決めなければいけませんでした。昔のアメリカ
では、新婦の親が挙式の費用を負担するものでしたが、
現代は新郎新婦が払うのが普通になっています。で
すから、もし｢日本では新郎が挙式の費用を払うのが
普通だ｣と言われたら、お互いに納得できる分担を決
めなければいけないと思いました。その後、指輪の話
になった時に、自分の両親のような質素な指輪を考え
ましたが、彼女はダイヤモンドリングがほしいと言い、更
に日本では新郎が両方の指輪を買うものだと聞き、ビッ
クリしました。しかし、両親にアメリカでは新郎と新婦が
お互いに買ってあげるものだと言われ、また彼女がこ
のやり方に納得してくれたのでホッとしました。 
　幸いなことに、このような課題も大体決着がつきまし
た。これから結婚生活を続けていく上で、異文化の衝
突が必ずまた起こると思いますが、話し合いとお互い
の信頼で乗り越え、続けていけるように頑張っていきま
す。 
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